
◆令和３年度事業報告・決算報告
◆令和４年度事業計画・予算
◆新任職員の紹介
◆新型コロナウイルス感染症の影響により生活
資金でお悩みの皆さまへ（特例貸付の案内）

◆いのちのバトン
◆万灯会のご案内� など

社協だより第66号の主な内容

地域で共に生きる社会について考える

　令和４年３月に水俣第二中学校の３年生を対
象に地域共生社会をテーマとした福祉学習を実
施しました。
　今後も、認知症サポーター養成講座や高齢者
疑似体験、当事者の方との交流など、“地域で
共に生きること”を一緒に考える取り組みを拡
げていきます。
　興味のある方は、ぜひお声掛けください。

アイマスク体験 車いすでのお買い物

地域のさまざまな事業所
車いすにも対応した自動販売機

〈第66号〉
令和４年８月１日発行

社会福祉法人

水俣市社会福祉協議会
熊本県共同募金会水俣市支会

水俣市牧ノ内3番1号
TEL 0966-63-2047
FAX 0966-63-3570

メールアドレス info@minamata-shakyo.jp
ホームページ http://www.minamata-shakyo.jp/

誰もがもやいの心で「つながり」を実感できるまちづくりをすすめます



　市民のみなさまにご協力いただいた社協会費や寄附金、共同募金の配分金、また補助金や受託金、介
護保険事業の介護報酬などで、令和３年度の事業計画に基づき事業を実施しました。

○住民参加の促進
　いつでも、どこでも、だれでも、気軽に参加できる仕組みをつくります
○当事者支援の充実
　生活のしづらさがある方を早期に発見し、迅速に対応します
○法人運営の充実
　広報活動や情報公開に努め、「信頼」を得られる法人運営を目指します

（単位：円）

勘　定　科　目 決　算　額

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入 施設整備等収入計 ⑷ 0

支
出

固定資産取得支出 423,060

施設整備等支出計 ⑸ 423,060

施設整備等資金収支差額 ⑹ = ⑷−⑸ △423,060

勘　定　科　目 決　算　額

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入 その他の活動収入計 ⑺ 0

支
出

積立資産支出 5,056,080

その他の活動支出計 ⑻ 5,056,080

その他の活動資金収支差額 ⑼ = ⑺−⑻ △5,056,080

予 備 費 支 出 ⑽ 0

当期資金収支差額合計
 ⑾ = ⑶ + ⑹ + ⑼−⑽ 1,430,240

前期末支払資金残高 ⑿ 98,512,921

当期末支払資金残高 ⑾ + ⑿ 99,943,161

合　　　計 決　算　額

収入合計　　　　　　⑴＋⑷＋⑺＋⑿ 261,191,352

支出合計　　　　　　⑵＋⑸＋⑻＋⑽ 161,248,191

収支差額　＝　当期末支払資金残高 ⑾ + ⑿ 99,943,161

勘　定　科　目 決　算　額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
　
入

会費収入
（一般会費、賛助会費、法人会費） 6,104,350

寄附金収入
（香典返し、一般寄附） 2,479,497

経常経費補助金収入
（県・市補助、共同募金配分金） 29,528,724

受託金収入
（市・県社協・国受託） 99,526,537

貸付事業収入 260,000

介護保険事業収入 23,140,600

その他の事業収入 1,154,700

受取利息配当金収入 1,815

その他の収入 482,208

事業活動収入計 ⑴ 162,678,431

支
　
　
　
出

人 件 費 支 出 131,225,137

事 業 費 支 出 15,572,085

事 務 費 支 出 4,060,829

貸付事業支出 260,000

助 成 金 支 出 4,651,000

事業活動支出計 ⑵ 155,769,051

事業活動資金収支差額 ⑶ = ⑴−⑵ 6,909,380

令 和 ３ 年 度 事 業 報 告・決 算 報 告
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資 産 の 部 負 債 の 部
科　目 金　額 科　目 金　額

流動資産 106,502,021 流動負債 13,356,079 
　現金預金 34,227,233 　事業未払金 5,984,098 
　　現金 69,367 　未返還金 15,500 
　　預貯金 34,157,866 　預り金 25,612 
　事業未収金 71,940,720 　職員預り金 533,650 
　　事業未収金 70,293,720 　賞与引当金 6,797,219 
　　未経過貸付金 10,000 固定負債 43,380,485 
　　未償還金 1,637,000 　退職給付引当金 43,380,485 
　未収補助金 334,068 負債の部合計 56,736,564 
固定資産 130,861,479 純 資 産 の 部
 基本財産 1,000,000 基本金 1,000,000 
　定期預金 1,000,000 　第１号基本金 1,000,000 
 その他の固定資産 129,861,479 国庫補助金等特別積立金 782,190
　建物 1 　国庫補助金等特別積立金 782,190
　車輌運搬具 781,466 その他の積立金 83,708,685 
　器具及び備品 1,964,762 　福祉活動積立金 83,708,685 
　退職給付引当資産 43,380,485 次期繰越活動増減差額 95,136,061 
　福祉活動積立資産 83,708,685 　（うち当期活動増減差額） 1,647,288
　出資金 1,000 
　その他の固定資産 25,080 
　　リサイクル預託金 25,080 純資産の部合計 180,626,936 

資産の部合計 237,363,500 負債及び純資産の部合計 237,363,500 

貸 借 対 照 表
令和４年３月31日現在　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

　

令
和
３
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
納
入
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
会
費
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
な
う
福
祉
活
動
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
法
人
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
54
の
法
人
と
事
業
所
に
ご
加
入
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
あ
た
た
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

熊
本
中
央
信
用
金
庫
水
俣
支
店

豊
田
実
業
㈱

ア
ク
ト
ビ
ー
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
㈱

（
医
）旭
会
水
俣
病
院

㈲
あ
ら
せ

㈱
い
け
だ
心
善
社

㈱
エ
ム
・
テ
ィ
・
エ
ル

（
医
）岡
部
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
苑

㈱
熊
本
銀
行
水
俣
支
店

ク
ロ
ッ
ク
ス
㈱

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ル
ー
プ
エ
コ

（
一
社
）健
康
共
同
フ
ァ
ル
マ
さ
く
ら
薬
局

興
南
電
気
㈱

合
同
会
社
オ
ル
ワ
ー
ス

西
念
寺

（
福
）さ
か
え
の
杜

（
福
）照
徳
の
里 

新
興
製
機
㈱

Ｊ
Ｎ
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
水
俣
製
造
所

Ｊ
Ｎ
Ｃ
セ
ン
ト
ラ
ル
㈱

生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と

太
陽
電
気
㈱
水
俣
支
店

㈲
た
か
や
ま

（
医
）仁
治
会
緒
方
眼
科
医
院

（
福
）光
明
童
園

平
松
司
法
書
士
事
務
所

（
医
）芳
和
会
水
俣
協
立
病
院

㈲
前
田
プ
ロ
パ
ン
商
会

水
俣
ガ
ス
㈲

水
俣
商
工
会
議
所

㈲
森
整
備
工
場

Ｍ
Ａ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱

（
医
）寺
崎
会
て
ら
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
梅
荘

（
資
）下
田
薬
局

旭
印
刷
㈱

㈱
水
俣
ア
ス
コ
ン

山
下
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

水
俣
石
油
㈱

㈲
大
川
林
業

㈲
モ
―
モ
―

㈱
三
井
鈑
金
塗
装
工
業

Ｊ
Ｎ
Ｃ
開
発
㈱

㈱
肥
後
銀
行
水
俣
支
店

諌
山
工
業
㈱

㈲
日
の
出
建
材

㈲
宮
川
ホ
ン
ダ
自
動
車

立
尾
電
設
㈱

㈲
肉
の
ア
カ
ミ
セ

（
資
）君
島
タ
ク
シ
ー

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ト
ヨ
タ
熊
本

　

㈱
カ
ロ
―
ラ
熊
本
水
俣
店

新
栄
合
板
工
業
㈱

 
(

敬
称
略
・
加
入
受
付
順)

 

令
和
４
年
３
月
31
日
現
在
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会
費
納
入
の
お
ね
が
い

令和３年度の使途
使　途 内　容

福祉用具貸与事業
水俣市在住の要援護高齢者や障がい者、その他福祉用具を必要とされる方々に対し
日常生活の便宜を図るため車いすや特殊便器、シャワーチェア、歩行器、入浴台、
杖等の福祉用具を貸付しました。� （貸付件数１０６件）

介 護 者
リフレッシュ事業

在宅で高齢者や障がい者の介護をされている家族の慰労を図るため要介護者や介護者
の方々に対し、訪問散髪や訪問マッサージのサービスを行いました。　（利用者数５名）

福祉金庫貸付事業 緊急に資金が必要となった方に対し、50,000 円を上限として貸付をしました。
� （利用件数６１件）

地 域 福 祉 関 係 地参地笑のみなまたづくり事業（地域リビング運営）

社 協 基 盤 整 備
役員会の運営（役員会の開催�理事会：４回、評議員会：３回）
評議員選任・解任委員会の開催：１回
もやい館生活支援センターの運営管理
広報活動など

令和４年度 事業計画・予算
【重点目標】
○住民参加の促進　　いつでも、どこでも、だれでも、気軽に参加できる仕組みをつくります
○当事者支援の充実　生活のしづらさがある方を早期に発見し、迅速に対応します
○法人運営の充実　　広報活動や情報公開に努め、「信頼」を得られる法人運営を目指します

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、地
域
の
社
会
福
祉

の
向
上
を
み
ん
な
で
高
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
、地
域
の
方
々
か
ら
支
え
ら
れ
、ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
様
々
な
社
会
福
祉
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
民
間
団
体
で
す
。

　

実
施
し
て
い
る
事
業
は
、み
な
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
会
費
や
寄
附
金
の
他
、行
政
等

の
補
助
金
や
委
託
金
、介
護
保
険
収
入
な
ど

を
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
ご
理
解
の
う
え
、ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
一
般
会
費　
一
世
帯 

年
額
６
０
０
円

自
治
会
を
通
し
て
市
内
の
全
て
の
世
帯

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
般
会
費
は
本
会
の
活
動
資
金
の

う
ち
で
最
も
基
本
と
な
る
財
源
で
す
。

　
　
（
昨
年
度
の
実
績
） 

５
、５
４
７
、３
５
０
円

●
賛
助
会
費　
一
口 

年
額
１
、０
０
０
円

特
に
本
会
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
賛
助

く
だ
さ
る
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
昨
年
度
の
実
績
） 

７
、０
０
０
円

●
法
人
会
費　
一
口 
年
額
１
０
、０
０
０
円

本
会
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
賛
助
く
だ

さ
る
市
内
の
法
人
や
事
業
所
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
　
（
昨
年
度
の
実
績
） ５
５
０
、０
０
０
円

収　入
196,792,000

会費
6,620,000円

その他の収入
620,000円

寄附金
3,000,000円

サービス区分間繰入金収入
922,000円

受取利息配当金
30,000円

受託金
111,469,000円

貸付事業
1,000,000円

その他の事業
1,091,000円

介護保険事業
28,141,000円 経常経費補助金

35,980,000円

前期末支払資金残高
7,919,000円

積立資産支出
4,669,000円

予備費
1,089,000円

人件費
147,993,000円

事務費
6,700,000円

貸付事業
1,000,000円

助成金
6,231,000円

負担金
300,000円

固定資産取得支出
4,386,000円

サービス区分間
繰入金支出
922,000円

事業費
23,502,000円

支　出
196,792,000
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新
任
職
員
紹
介

就
任
の
ご
挨
拶

　

４
月
１
日
か
ら
、
水
俣
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
ま
す
梅
下
彰
と
申
し

ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様

が
水
俣
市
で
元
気
に
過
ご
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
福
祉
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
の

方
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、
家

族
の
心
配
事
が
あ
る
方
が
、
気
兼

ね
な
く
相
談
が
で
き
る
体
制
を
築

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

７
月
１
日
付
け
で
水
俣
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
入
職
い
た
し
ま
し
た
川
野
光

代
と
申
し
ま
す
。
今
後
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
保
健
師
と
し
て
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
病
院
で
看
護
師
と
し

て
看
護
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

ま
で
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
環

境
に
い
ま
し
た
が
、
患
者
様
や
家
族
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
共
通
し
て
い
た
こ

と
は
、
自
宅
や
地
域
へ
の
強
い
思
い
で

し
た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
を
聞
い
て
い

く
中
で
、
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕

事
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
保
健
師
と
し
て
、
一
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
至
ら
な
い

点
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
地

域
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

７
月
１
日
付
け
で
水
俣
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
作
業
療
法
士
と
し
て
入
職
い

た
し
ま
し
た
坂
本
賢
悟
と
申
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
病
院
や
デ
イ
ケ
ア
な
ど

で
患
者
様
の
身
体
的
、
精
神
的
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
携
わ
り
機
能
面

や
生
活
面
の
回
復
お
よ
び
質
の
向
上
を

目
指
す
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
も
一
人
一
人
の
方
を
よ
く
理

解
し
、
そ
の
方
の
よ
り
良
い
生
活
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
取

り
組
ん
で
来
ま
し
た
が
、
今
後
も
そ
の

様
な
姿
勢
を
大
事
に
し
、
様
々
な
方
に

合
わ
せ
た
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
け

る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
柔
軟
な
視
点
を

持
っ
て
地
域
に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
く

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
休
業
や
失
業
等
に
よ
り
、
一

時
的
に
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
を
対
象

と
し
た
生
活
福
祉
資
金
（
特
例
貸
付
）

の
緊
急
小
口
資
金
、総
合
支
援
資
金【
初

回
】
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
８
月
末
ま

で
借
入
れ
申
込
み
の
受
付
を
実
施
し
て

ま
す
。
詳
し
く
は
、
水
俣
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
借
入
申
込
に
必
要
な
書
類
》

●
世
帯
員
が
確
認
で
き
る
住
民
票
（
発

行
３
か
月
以
内
の
も
の
）

●
借
入
申
込
者
の
預
金
通
帳

●
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
等
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
６
６ｰ

６
３ｰ

２
０
４
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

info@
m

inam
ata-shakyo.jp

緊
急
小
口
資
金
等
の

特
例
貸
付
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いざというとき、必要な情報を必要なところに伝えるため
に備える “ いのちのバトン ” は、水俣市内にお住まいの方
ならどなたでもご利用できます。また、同意いただいた方
については、事前に消防本部と情報を共有し、緊急時のス
ムーズな対応につなげます。

　

令
和
４
年
３
月
29
日
、
伊
佐
市

社
会
福
祉
協
議
会
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
協
定
を
結
ん
だ
津
奈
木

町
、
芦
北
町
、
出
水
市
と
あ
わ

せ
、
隣
接
し
て
い
る
す
べ
て
の
市

町
社
協
と
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、
応
援
職
員
の
派
遣
や
資

機
材
の
提
供
な
ど
、
相
互
に
支
え

合
う
こ
と
が
目
的
で
す
。
今
後
は

よ
り
円
滑
な
支
援
に
つ
な
が
る
よ

う
、
定
期
的
な
連
絡
会
を
通
し
、

連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
で
は
ど
ん
な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
か
ご

存
じ
で
す
か
？
土
砂
崩
れ
や
床
上
浸
水
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
参
考
と
な
る
の
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
す
。
長
野
県
の

千
曲
川
が
決
壊
し
、
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
令
和
元
年
10
月
の
台

風
19
号
で
は
、
実
際
の
浸
水
地
域
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
予
想
さ
れ
て
た

浸
水
地
域
が
一
致
し
て
い

ま
す
。
災
害
が
発
生
す
る

前
に
、
今
一
度
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ご
不
明
な
点
は
水
俣

市
危
機
管
理
防
災
課(

☎

６
１ｰ

１
６
０
４
）
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●利用は無料です
●お問い合わせ
　水俣市社協☎６３－２０４７

伊佐市社会福祉協議会と
災害に関する協定を結びました

災害の備え！
ハザードマップをご確認ください

いのちのバトン、お持ちですか？

活用事例
以前、ひとり暮らしの高齢者の方が亡くなった際に、民生
委員さんのご紹介で備えていたバトンが活用されたケース
がありました。事前に記入していた緊急連絡先のおかげ
で、市外のご親族の方への連絡などが素早く行われ、「備
えていてよかった」とのお声もいただきました。
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後
見
人
と
し
て
の
業
務
を
適
切
に
行

う
た
め
に
必
要
な
知
識･ 
技
術
を
習

得
し
、
将
来
、
市
民
後
見
人
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
を
目
指
す
人
を
募
集
し
ま

す
。
家
族
の
立
場
で
身
内
の
人
の
後
見

人
と
な
る
こ
と
を
お
考
え
の
方
に
も
お

勧
め
し
ま
す
。

　

※
後
見
人
…
判
断
能
力
の
低
下
し
た

方
に
代
わ
っ
て
財
産
管
理
な
ど
を
行
う

人
で
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
た

人
。

【
日
程
】

　

10
月
８
日
（
土
）・
22
日
（
土
）・

　

11
月
５
日
（
土
）・
19
日
（
土
）・

　
12
月
３
日
（
土
）
※
10
時
～
16
時
30
分

【
会
場
】

　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
他

【
受
講
資
格
】

　

水
俣
市
・
芦
北
町
・
津
奈
木
町
在
住

で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

水
俣
芦
北
圏
域
市
民
後
見

人
等
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

の
ご
案
内

み
な
ま
た
安
心
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

講
し
た
人
（
こ
れ
か
ら
受
講
予
定
の
方

を
含
む
）

【
受
講
料
】

　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
７
千

円
程
度
を
別
途
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

　

申
込
み
締
切　

８
月
26
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

　

水
俣
芦
北
圏
域
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　
（
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　

☎
０
９
６
６ｰ

６
３ｰ

２
０
４
７

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

kenriyogo-c@
m

inam
ata- 

　
　

shakyo.jp

　

ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
家
族
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
お
互
い
の
悩
み

を
話
し
、
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
か
か

わ
り
方
や
支
援
の
方
法
等
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
、
交
流
で
き
る
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
】
８
月
17
日
（
水
）

【
受
付
】
13
時
よ
り

【
場
所
】
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

多
目
的
ル
ー
ム

【
参
加
費
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
み
な
ま
た
安
心
セ
ン
タ
ー
）

　
　

☎
０
９
６
６ｰ

６
３ｰ

２
０
４
７

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

ansin@
m

inam
ata-shakyo. 

　
　

jp

　

働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、
家
計
に

困
っ
て
い
る
、
多
重
債
務
に
悩
ん
で
い

る
な
ど
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
の

い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
に
、
相
談
支
援
員

が
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

守
り
ま
す
。

【
相
談
料
】
無
料

【
場
　
所
】
も
や
い
館
１
階

　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
開
設
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

※
祝
日
を
除
く

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
み
な
ま
た
安
心
セ
ン
タ
ー
）

　
　

☎
０
９
６
６ｰ

６
３ｰ

２
０
４
７

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

ansin@
m

inam
ata-shakyo. 

　
　

jp
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多
く
の
灯
明
を
と
も
し
て
仏
、
菩
薩
を

供
養
す
る
「
万
灯
会
（
ま
ん
ど
う
え
）」

を
開
催
し
ま
す
。

【
期
日
】
８
月
16
日
（
火
）

【
会
場
】
水
俣
濱
八
幡
宮
参
集
殿

【
開
催
方
法
】

　

準
備
さ
れ
た
万
灯
籠
を
指
定
の
時
間

帯
に
会
場
へ
お
持
ち
い
た
だ
き
、
焼
香

を
し
て
お
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。
お
預

か
り
し
た
万
灯
籠
は
、
川
に
流
さ
ず
、

会
場
内
に
て
読
経
に
よ
り
供
養
い
た
し

ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
無
観
客
に
て
実
施
い
た
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
万
灯
籠
の
持
ち
込
み
】

　

８
月
16
日
（
火
）
13
時
か
ら
17
時
ま

で
に
、
水
俣
濱
八
幡
宮
参
集
殿
に
お
持

「
み
な
ま
た
万
灯
会(

ま
ん

ど
う
え)
」（
旧
精
霊
流
し
）

在
宅
介
護
の
お
手
伝
い

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

ち
込
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
持
ち
込
む
場
合
は
、
８
月
１
日

（
月
）
か
ら
15
日
（
月
）
ま
で
社
会
福

祉
協
議
会
に
て
お
預
か
り
し
ま
す
。

●
万
灯
籠
の
種
類

　

灯
籠
は
紙
製
に
限
り
ま
す
。

　

社
協
窓
口
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

（
一
基
６
０
０
円
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
０
９
９
６ｰ

６
３ｰ

２
０
４
７

　

在
宅
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど
に
対
し
、
慰
労

を
図
る
た
め
、
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
家
族
の
身
体
的
、
精
神
的
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
介
護
生
活
を
支
援
し
ま

す
。

●
内
容

・
訪
問
散
髪
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

●
対
象
者

・
身
体
障
害
者
１
級
～
２
級
及
び
介
護
保

険
の
要
介
護
４
～
５
の
人
を
在
宅
で
半

年
以
上
介
護
し
て
い
る
家
族

・
身
体
障
害
者
１
級
～
２
級
及
び
介
護
保

険
の
要
介
護
４
～
５
の
人

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
０
９
６
６ｰ

６
３ｰ

２
０
４
７

相談ごと・疑問・悩み高齢者に関する

へご相談ください 62-3030

ずっと元気で
いたいから相談
してみよう

水俣市地域包括
支援センター
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